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適
期
の
除
草
で

　
　

 　

収
量
ア
ッ
プ
を

　

７
月
上
旬
、
若
柳
有
賀
地
区
で
、

転
作
大
豆
の
除
草
剤
散
布
作
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
羽

を
広
げ
た
よ
う
な
こ
の
農
機
具
は
、

広
範
囲
に
効
率
的
に
薬
剤
等
を
噴

霧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

雑
草
の
発
生
は
大
豆
の
生
育
を

阻
害
し
、
収
量
・
品
質
に
影
響
を

与
え
る
た
め
、
除
草
作
業
は
と
て

も
大
切
な
作
業
と
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
近
く
の
畑
で
も
こ

の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
風
景
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。



平
成
25
年
度 

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

具
体
的
な
政
策
提
案
の
実
現
を
要
請

５
月
30
日
（
木
）
／
日
比
谷
公
会
堂
（
東
京
都
）

　

大
会
は
、
開
会
前
か
ら
約
50
人
以

上
の
国
会
議
員
が
檀
上
に
並
び
、
い

つ
も
よ
り
熱
の
こ
も
っ
た
様
子
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

全
国
農
業
会
議
所
の
二
田
会
長
が

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
非
公
開
、
情
報
が

サ
ッ
パ
リ
入
っ
て
来
な
い
。
国
会
議

員
の
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
れ
ば
教
え

て
欲
し
い
。」
と
迫
る
一
幕
も
あ
り
、

終
始
、
真
剣
で
緊
迫
し
た
雰
囲
気
で

し
た
。

　

し
か
し
、
国
会
議
員
諸
氏
は
自
分

の
紹
介
が
終
わ
る
と
さ
っ
さ
と
退
出
、

本
当
に
我
々
の
要
請
書
の
内
容
と
現

在
の
農
業
情
勢
を
理
解
さ
れ
て
い
る

の
か
、
立
場
に
よ
っ
て
変
わ
る
「
国

益
」
で
は
な
く
真
の
「
国
益
」
に
つ

い
て
熟
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
、
甚
だ

心
許
な
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

県
内
の
女
性
農
業
委
員
組
織
「
み

や
ぎ
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ス
21
」
の
第
11

回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
原
案
通
り

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
女
性
の
社
会
参
画
」

や
「
六
次
産
業
化
に
向
け
て
の
起

業
」
に
つ
い
て
株
式
会
社
ベ
ガ
ル
タ

仙
台
の
代
表
取
締
役
社
長
白
幡
洋
一

氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
な
か
で
、「
一
次
産
業
は

成
長
産
業
で
あ
り
、
農
業
は
有
望
な

成
長
産
業
で
あ
る
。
日
本
に
は
誇
れ

る
良
い
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
叩
か

れ
た
と
し
て
も
良
い
も
の
は
分
か
る

人
に
は
分
か
る
。

　

私
達
日
本
の
農
業
者
は
品
質
の
良

い
も
の
を
自
信
を
持
っ
て
生
産
す
る

べ
き
だ
。
夢
は
夢
中
に
あ
り
、
夢
は

必
ず
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
つ

も
実
現

に
向
け

た
夢
を

持
ち
続

け
て
欲

し
い
」

と
私
達

に
大
き
な
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
一
次
産
業
、

特
に
日
本
の
農
業
は
深
刻
な
悩
み
を

抱
え
て
い
ま
す
。
交
渉
が
成
立
し
た

な
ら
日
本
の
農
業
は
ダ
メ
に
な
る
の

で
は
、
地
産
地
消
が
く
ず
れ
て
安
心

安
全
な
も
の
が
保
た
れ
な
く
な
る
の

で
は
な
ど
の
不
安
や
心
配
の
種
が
山

積
み
の
状
況
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

と
に
か
く
沈
み
が
ち
に
な
り
そ
う

な
農
業
情
勢
で
あ
り
ま
す
が
、
個
々

の
力
を
発
揮
し
、
農
業
者
の
力
を
結

集
し
、「
日
本
の
農
業
を
守
ら
な
く

て
は
…
」
と
強
く
感
じ
た
研
修
会
で

し
た
。

栗
原
市
農
業
委
員
会

委 

員
佐 

竹 

き
み
子

▲要請書の提出（左が門傳会長）

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月600円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９

栗
原
市
農
業
委
員
会

会 

長
門  
傳
　
　
仁

～大会議事内容～
①基本農政の確立に向けた政策提案
　農地制度の実効性確保／日本型直接支払
　いのあり方／担い手総合支援の確立／震
　災への万全な対応／
②ＴＰＰ交渉に反対を求める要請
③農業委員会活動の「さらなる取り組み」
　に関する申合せ
④情報提供活動の強化に関する申合せ
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み
や
ぎ
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ス
21  

第
11
回
通
常
総
会

白
幡
洋
一
氏
が
農
業
者
へ
エ
ー
ル

６
月
21
日
（
金
）
／
ホ
テ
ル
白
萩
（
仙
台
市
）
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地
元
野
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室

女
性
農
業
委
員
が
保
存
食
を
テ
ー
マ
に
開
催

６
月
18
日
（
火
）
／
栗
駒
み
ち
の
く
伝
創
館

　

地
産
地
消
を
目
的
に
、
女
性
農
業

委
員
が
講
師
と
な
り
、
栗
原
の
食
材

を
用
い
て
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
こ
の
時
期

に
家
に
野
菜
が
な
い
の
で
、
保
存
し

て
い
た
野
菜
を
用
い
る
こ
と
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
ご
と
に
調
理
台
が
割
り

振
ら
れ
、
順
番
に
調
理
し
て
い
き
ま

し
た
。
調
理
の
前
に
は
委
員
よ
る
説

明
が
あ
り
、
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
や
コ

ツ
を
丁
寧
に
説
明
し
、
す
す
め
ら
れ

ま
し
た
。
相
づ
ち
を
打
ち
な
が
ら
、

説
明
に
聞
き
入
っ
て
い
る
よ
う
で
、

特
に
干
し
竹
の
子
は
珍
し
い
食
材
と

い
う
こ
と
で
保
存
食
の
作
り
方
も
熱

心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

調
理
の
後
に
は
、
試
食
会
が
設
け

ら
れ
、
皆
さ
ん
で
意
見
交
換
し
な
が

ら
料
理
を
食
し
ま
し
た
。「
地
元
野

菜
を
使
っ
た
料
理
の
幅
が
広
が
っ

た
」
と
い
っ
た
意
見
や
、「
他
の
地

元
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
作
り
た

い
」
と
い
っ
た
意
欲
の
あ
る
意
見
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度 

農
業
者
年
金
加
入
推
進
特
別
研
修
会

大
場
次
郎
委
員
が
熱
く
事
例
を
発
表

６
月
６
日
（
木
）
／
ホ
テ
ル
白
萩
（
仙
台
市
）

　

県
内
の
加
入
推
進
部
長
、
女
性
農

業
委
員
、
農
業
委
員
会
、
農
協
職
員

を
対
象
と
し
て
、
今
年
度
の
農
業
者

年
金
加
入
推
進
に
向
け
た
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
昨
年
度
ま
で
実
施
さ

れ
た
「
10
万
人
突
破
・
新
規
加
入
者

底
上
げ
３
カ
年
計
画
」
に
お
い
て
、

加
入
者
累
計
で
10
万
人
を
達
成
し
た

こ
と
、
宮
城
県
に
お
い
て
は
過
去
２

番
目
の
実
績
に
あ
た
る
１
０
５
人
の

新
規
加
入
者
（
目
標
達
成
率
64
・
４

％
）
を
確
保
し
た
こ
と
な
ど
、
加
入

推
進
の
成
果
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
内
３
地
区
代
表
の
加

入
推
進
部
長
か
ら
「
農
業
者
年
金
加

入
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の

事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
栗
原
市
か
ら

は
大
場
次
郎
委
員
が
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
農
業
委
員
、
農
業
委
員
会
事

務
局
職
員
、
農
協
職
員
が
連
携
を
取

り
な
が
ら
一
緒
に
個
別
訪
問
を
し
て

加
入
推
進
に
つ
な
げ
て
い
る
事
例
を
、

熱
い
持
論
を
交
え
な
が
ら
発
表
し
ま

し
た
。

　

発
表
の
後
は
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
加
入
推
進
に
お
け
る

課
題
や
取
り
組
み
な
ど
を
熱
心
に
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

▲説明に聞き入る参加者のみなさん

▲事例発表をする大場次郎委員

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９

　

〜
メ
ニ
ュ
ー
〜

①
干
し
竹
の
子
の
煮
つ
け

②
へ
そ
大
根
の
煮
物

③
切
干
大
根
入
り

　
　
　
　
　
　

オ
ム
レ
ツ

④
は
り
は
り
漬
け

⑤
豆
ご
は
ん
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栗
原
市
農
業
委
員
会
の
平
成
25
年
第
３
回
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
は
、
年
度
初
め

の
総
会
で
あ
り
、
前
年
度
の
活
動
の
点
検
・
評
価

や
今
年
度
の
活
動
の
目
標
と
計
画
を
決
定
す
る
会

議
に
な
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
の
主
な
報
告
と
し

て
は
、
農
業
経
営
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
進

み
、担
い
手
の
確
保
、育
成
が
重
要
な
課
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25
年
度

の
計
画
と
し
て
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
策

定
に
積
極
的
に
携
わ
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

確
保
・
育
成
に
取
り
組
む
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
今
回
は
、
農
政
委
員
会
で
議
論
さ
れ
た

「
栗
原
市
農
業
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の

検
討
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
県
平
均
や
他
委

員
会
と
比
較
を
行
い
、
農
業
委
員
一
人
当
た
り
の

農
家
数
・
農
地
面
積
が
県
平
均
の
２
倍
程
度
、
３

部
会
平
均
の
取
扱
案
件
数
が
１
・
３
倍
程
度
で
あ

る
こ
と
や
、
選
挙
区
な
ど
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
農
業
委
員
会
の
新
事
業
と
し
て
、

「
栗
原
市
農
業
委
員
会
荒
廃
農
地
復
元
モ
デ
ル
事

業
」
の
実
施
要
領
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
荒
廃
農
地
を
農
業
委
員
が
率
先
し
て
、
モ
デ

ル
的
に
復
元
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
対

象
農
地
を
地
域
の
担
い
手
に
耕
作
さ
せ
る
と
と
も

に
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
各
農
地
部
会
に
て
、
農
地

を
選
定
す
る
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
検
討
し
、
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
第
３
回
委
員
視
察
研
修
会
を
、
築
館
沖

富
地
区
の
荒
砥
沢
調
整
池
で
開
催
し
、
迫
川
上
流
土

地
改
良
区
の
職
員
を
講
師
に
現
地
に
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

荒
砥
沢
調
整
池
は
、
平
成
20
年
の
岩
手
・
宮
城
内

陸
地
震
に
よ
る
被
災
で
荒
砥
沢
ダ
ム
（
栗
駒
文
字
地

区
）
が
失
っ
た
１
４
５
万
㎥
の
う
ち
、
56
万
㎥
の
水

量
を
確
保
す
る
代
替
施
設
と
し
て
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
整
池
は
貯
水
面
積
14
・
９
ha
に
及
ぶ
巨
大
な
も

の
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
荒
砥
沢
ダ
ム
の
約
３
分
の

１
の
代
替
で

あ
る
こ
と
か

ら
、
内
陸
地

震
の
脅
威
と

と
も
に
、
農

業
に
関
わ
る

水
の
大
切
さ

を
改
め
て
、

実
感
さ
せ
ら

れ
た
視
察
研

修
と
な
り
ま

し
た
。

▲講師の説明を聞く委員

▲総会にて報告の様子

平
成
25
年
度 

第
３
回
委
員
視
察
研
修
会

荒
砥
沢
調
整
池
を
視
察

６
月
24
日
（
月
）
／
築
館
沖
富
地
区

平
成
25
年
度 

第
３
回
農
業
委
員
会
総
会

農
業
委
員
会
の
新
事
業
を
実
施
決
定

６
月
24
日
（
月
）
／
栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月600円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９

　
　
　

夫
の
農
地
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
子
供

　
　

た
ち
が
遠
く
で
く
ら
し
て
い
る
の
で
、
相
続
登
記
が
進
み

　

ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
耕
作
で
き
ず
、
荒
れ
て
し
ま
い
ま

　

す
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

平
成
21
年
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

　
　

共
有
に
係
る
土
地
に
つ
い
て
相
続
権
の
二
分
の
一
以
上
の
同

意
が
あ
れ
ば
、
期
間
が
５
年
以
内
で
認
定
農
業
者
等
に
農
地
を
貸

す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
、
５
年
以
内
は
耕
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
間
に
相
続
に
つ
い
て
話
を
進
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

農
家
相
談
コ
ー
ナ
ー

※１「土づくり」は、肥料、
　　有機質材の投入、
　　緑肥作物の栽培等
※２「主食用米及び畑作物の
　　所得補償交付金の対象作
　　物」と「米・水田活用の
　　所得補償と交付金の交付
　　対象農地」は支援対象外

障害物除去・深耕・整地等 土づくり※1

土づくり※1

作物の作付け※2

障害物除去・深耕・整地等 土づくり※1

＜障害物除去実施年度＞５万円 /10a

＜障害物除去実施年度＞補助率 1/2以内等

◆チェックリスト方式の簡素な実績報告

◆総費用の積み上げによる清算
※「障害物除去等＋土づくり」の経費が10万円 /10a を超える場合

再生作業
＜翌年度に必要な場合＞
2.５万円 /10a

＋

＋

荒廃農地

今年度が最終年
度！

耕作放棄地再生利用緊急対策を活用しませんか？耕作放棄地再生利用緊急対策を活用しませんか？
耕作放棄地を再生し、作物を生産する取り組みを支援しています。
昨年度、栗原市では５件（2.9ha）がこの事業により耕作放棄地を再生
しています。事業の着手前に農業委員会事務局までご相談ください。

Ａ
　

農
地
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
業
委
員
会

で
手
続
き
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
21
年
の
農
地
法
改
正
に
よ
り
、
相
続
人
（
権
利
を
取

得
し
た
者
）
は
農
業
委
員
会
へ
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

現
在
、
農
業
委
員
会
で
は
該
当
者
へ
届
出
の
通
知
を
定
期
的
に

送
付
し
て
お
り
ま
す
。
お
お
む
ね
10
ヶ
月
以
内
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
届
出
は
権
利
取
得
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
も
の
で
あ

り
、
別
に
所
有
権
移
転
の
登
記
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

ＡＱ Ｑ
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を実施します！を実施します！

個人：３年以下の懲役又は３百万円以下の罰金
法人：１億円以下の罰金 といった適用があります。

例）住宅、工場等の建設
　　駐車場、資材置場、私道として使用
　　造林のための植林

農地の転用 には 許可 が必要です！！
無許可で転用すると 厳しい罰則 が適用されます

農地を農地以外で使用することです。

農地の転用？

　「工事の中止」や「農地への現状回復」など必要な措置が命ぜられます。
他にも現状回復命令違反や違反転用について

厳しい罰則？

許　可？
　農業委員会を通して、県知事の許可
が必要になります。
　申請面積が４ha 以上の場合は農林
水産大臣の許可になります。

農地転用（許可）は農業委員会へ

○下記に該当する農地については、
　農業委員会が所有者等へ
　適正利用について指導します。

○下記に該当する農地については、
　農業委員会が所有者等へ
　適正利用について指導します。

指導対象農地
①１年以上耕作されず、続く見込み
②周辺と比べ低利用
③その他違反転用など

農地パトロール
（利用状況調査）
農地パトロール
（利用状況調査）

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月600円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９



　

農
業
委
員
会
で
は

　
　

・
農
地
の
売
買
・
賃
借
の
許
可

　
　

・
農
地
転
用
へ
の
意
見
を
県
に
送
付

　

と
い
っ
た
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
審
議
を
行
う
の
が
農
地
部
会
で
、
地
区
ご

と
に
３
つ
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。

　

農
地
部
会
の
開
催
は
毎
月
25
日
前
後
で
す
が
、

そ
の
月
の
農
地
部
会
で
審
議
が
必
要
な
案
件
は
10

日
ま
で
必
要
書
類
を
揃
え
て
、
申
請
の
受
付
を
農

業
委
員
会
及
び
各
総
合
支
所
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９
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月
末
の
部
会
に
か
け
る
案
件
は

　
　
　
　
　
そ
の
月
の
10
日
ま
で

 

く
り
は
ら
し
農
業
委
員
会
だ
よ
り
が

　
　
　
　
　 

表
彰
さ
れ
ま
し
た
!!

　

宮
城
県
の
農
業
委
員
会
だ
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
部　

優
秀
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
農
業
新
聞
農
業
委
員
会
だ
よ
り
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
「
全
国
農
業
新
聞
賞
」
を
受
賞
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
努
力
を
評
価
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
23
号
か
ら
発
行
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
紙
面
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
な
る
情
報
発
信

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

築　館・高清水
一　迫・瀬　峰

第 1 農地部会

若　柳・金　成
志波姫

第 2 農地部会

栗　駒・鶯　沢
花　山

第 3 農地部会

○毎月の流れ
日 内　　容

10日 申請書等締切

20日前後現地調査

25日前後
農地部会開催
10日までに提出さ
れた案件を審議

翌月上旬 申請者へ許可書
を送付

 

▽
熱
中
症
と
は
？

　

・
高
温
時
に
体
の
調
整
が
く
ず
れ
、
発
症
す
る

　
　

障
害

　

・
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　

・
予
防
で
き
、
適
切
な
処
置
で
救
命
で
き
ま
す

 

▽
予
防
策
は
？

　

・
日
差
し
を
遮
り
、
通
気
性
の
良
い
服
装

　

・
作
業
は
で
き
る
だ
け
複
数
で

　

・
喉
が
渇
く
前
に
水
分
補
給

　

・
こ
ま
め
に
涼
し
い
と
こ
ろ
で
休
憩

　

・
室
内
作
業
で
も
換
気
に
気
を
付
け
る

 

▽
も
し
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
？

　

症
状
：
め
ま
い
・
こ
む
ら
が
え
り
・
大
量
の
汗

　

対
処
：
水
分
や
塩
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う

　
　

●
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
●

　

症
状
：
頭
痛
・
吐
き
気
・
体
が
ぐ
っ
た
り
す
る

　

対
処
：
足
を
高
く
し
休
憩
・
水
分
塩
分
補
給

　
　
　
　
も
し
飲
め
な
い
と
き
は
す
ぐ
、
病
院
へ

　
　

●
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
●

　

症
状
：
意
識
な
い
・
痙
攣
・
歩
け
な
い
な
ど

　
対
処
：
救
急
車
を
呼
び
、
体
を
冷
や
す

農
作
業
注
意
情
報

熱
中
症
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

重症 軽症
 

月
末
の
部
会
に
か
け
る
案
件
は

　
　
　
　
　
そ
の
月
の
10
日
ま
で

 

く
り
は
ら
し
農
業
委
員
会
だ
よ
り
が

　
　
　
　
　 

表
彰
さ
れ
ま
し
た
!!

農
作
業
注
意
情
報

熱
中
症
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼（
宮
城
県
）農
業
委
員
会

　
だ
よ
り
の
部
　
優
秀
賞

▼（
全
国
）

　
全
国
農
業
新
聞
賞



直売所でみ～つけた!直売所でみ～つけた!直売所でみ～つけた! わかやなぎ農産物直売所 くりでん
☎0228-32-7707  毎日営業（1/1 ～ 1/3 休業）
わかやなぎ農産物直売所 くりでん
☎0228-32-7707  毎日営業（1/1 ～ 1/3 休業）

　旧くりはら田園鉄道若柳駅のすぐ隣にあり、持
ち込みの新鮮な野菜やお惣菜、花など種類豊富に
扱っています。開店してから２年が経過し、組合
員は 100 人を超えました。
　人気商品は店内で作っ
た杵つきもちで、種類も
豊富。手作りパン、手作
りお惣菜も人気商品に
なっています。
　今年からは朝市も開始
し、8/3・13、9/7・
21、10/5・19、11/2 に

も開催されます。くりでん乗車会の際もイベント
を行っていますので、活気のあるお店に是非行っ
てみてはいかがでしょうか。

　

志
波
姫
荒
町
地
区
で
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
を
生
産
す
る
、
佐
藤

充
さ
ん
は
農
業
を
始
め
て
７
年

目
に
な
り
ま
す
。

　

７
年
目
で
す
が
、
毎
年
同
じ

栽
培
方
法
は
な
い
と
い
い
ま
す
。

播
種
の
時
期
や
品
種
等
、
肥
料

の
成
分
配
合
ま
で
研
究
し
て
、

様
々
な
方
法
を
毎
年
試
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

野
菜
作
り
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
手
間
が
か
か
る
か
ら
や

り
が
い
が
あ
る
と
思
っ
た
と
挑

戦
的
で
し
た
。

　

現
在
は
約
１
・
４
ha
を
栽
培

し
て
い
ま
す
が
、
９
回
に
分
け

て
収
穫
等
作
業
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
数
人
に
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

と
に
か
く
お
い
し
い
と
う
も

ろ
こ
し
を
作
り
た
い
と
い
う
意

欲
、
自
分
が
納
得
す
る
仕
事
を

し
た
い
と
い
う
熱
意
、
そ
し
て

な
に
よ
り
も
研
究
し
な
が
ら
楽

し
ん
で
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
展
望
と
し
て
は

「
栽
培
面
積
を
増
や
す
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、

質
の
良
い
も
の
を
作
り
、
売
れ

な
い
も
の
を
減
ら
し
て
い
く
こ

と
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
よ
り
２
ペ
ー
ジ
増
に
な
り
、

充
実
し
た
文
面
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
稲
作
は
出
穂
期
に
入
り
今

年
も
豊
作
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　

お
盆
に
夏
祭
り
と
行
事
が
重
な
り
、

暑
さ
の
厳
し
い
日
が
続
き
ま
す
。
熱

中
症
対
策
は
万
全
に
。

　

そ
し
て
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

か
ら
５
年
が
過
ぎ
、
地
震
対
策
の
備

え
、
自
分
自
身
を
守
る
の
は
い
つ
・

・
・
？　

今
で
し
ょ
？　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

（
狩
野
正
行
委
員
）

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記
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栽
培
方
法
は
毎
年
違
う
方
法
�

  
目
指
せ
！ 

効
率
的
で
お
い
し
い

　
　
　
　
　
　

 

と
う
も
ろ
こ
し
作
り 

  【佐々木敬志さん】　　【千葉德男さん】　【佐藤充さん】
佐々木さん、千葉さんも一緒に生産しています

▲直売所のみなさん▲朝市の様子（7/6 開催）

農 業 者 年 金 Q & A農 業 者 年 金 Q & A

Ｑ

Ａ 　そのときの経営状況に合わせて、
保険料を見直すことができます。
　２万円（家計が大変なとき）から
６万７千円（ガッチリ蓄えたいと
き）まで千円単位で設定できます。

　子育て真っ最中で家計が大変なため、
保険料の負担が心配です。

 
 


